











総務省 (2012) によると，世界的に展開する最大の SNS
サービスを提供している Facebook の利用者は，既に 9
億人に達しているという。
　では，一体どのような人が SNS を多く利用するの
















































Nardis & Konrath (2013) は 分 析 対 象 の SNS に
Facebook と Twitter の 2 つを選択して大学生と社会人
を対象に調査を行い，これら 2 つの SNS と自己愛傾向
のさまざまな要素との関連について検討を行った。調

























Carpenter によって 2012 年に行われた先行研究と異な
るものとなっているが，Panek et al. はこの結果につい
て，Carpenter の研究における調査協力者の平均年齢が













説明している。2013 年に ICT 総研が実施した調査にお

























る。これにはアメリカでは Facebook 利用率が 72% と
高く，Twitter 利用率が 23% と低いため (Pew Research 
Center,2015)，アメリカにおいては Facebook が SNS
の中心であり，Facebook を分析対象とすることに意義
があると考えられているということが推測できる。それ
に対して，日本は Twitter 利用率が 42%，Facebook 利
用率が 40%(ICT 総研 ,2014) であり両者の利用率に差が
ほとんど見られない。また，自己愛の特性は青年期によ
く見られること(小塩，1998)から大学生を調査対象とし，
大学生においては Twitter の利用率が高いこと (Panek 
et al,2013)，日本の現役学生の過半数が Facebook の利
用に関して「ほぼ閲覧のみ」と答えていること ( 株式会
社トモノカイ，2014) などから，現在の日本の大学生の
間において最も普及している SNS は Twitter であり，
大学生との関連についてより適切な検討を行うためには
Twitter を分析対象とすることに意義があると判断した


















　調査協力者は，北陸地方の A 大学の学生 346 名（男
性 113 名，女性 230 名，不明 3 名，平均年齢 19.41 歳）
であった。そのうち，「Twitter を利用している」と回
答した者は 261 名（男性 76 名，女性 185 名，平均年齢
19.50 歳）を分析対象とした。今回の調査協力者 346 名
における Twitter 利用率は 75% であった。
(2)　手続き











頭でも説明を行った。調査は 2 回行われ，1 回目 (Time1)
の 2 週間後に 2 回目 (Time2) を実施した。
(3)　調査内容

























「受動的 SNS ストレスイベント」とは，「SNS サイトに
登録し，閲覧しているだけで利用者自身に影響を及ぼし


































は Table1 ～ Table4 に示した。また，各得点の最小値，
最大値，平均値，標準偏差，α係数を記述統計として
Table5 に示した。









動的 SNS ストレスイベント Time1」，「受動的 SNS ス
トレスイベント Time2」（以下，それぞれ「受動的 SNS




トレス反応 T2」，「受動的 SNS ストレスイベント T1」，
「受動的 SNS ストレスイベント T2」との間に有意な正
の 相 関（ 順 に，r=.71，p<.01；r=.58，p<.01；r=.48，
p<.01），「受動的 SNS ストレスイベント T1」と「心理










Table 1 NPI-S の主成分分析結果
成分 共通性
1 2 3 4 5 6 7
７. 私は，周りの人達より有能な人間であると思う .69 -.24 -.22 -.32 .15 .06 .20 .74
10. 私は，周りの人が学ぶだけの値打ちのある長所を持っている .68 -.26 -.25 -.11 .13 .12 -.04 .64
16. 私は，周りの人に影響を与えることができるような才能を持っている .67 -.36 -.25 -.09 .02 .10 -.03 .66
８. 私は，どちらかといえば注目される人間になりたい .67 .50 .02 -.27 -.01 -.08 -.11 .79
４. 私は，周りの人達より，優れた才能を持っていると思う .66 -.32 -.23 -.31 .21 -.09 .23 .79
２. 私には，みんなの注目を集めてみたいという気持ちがある .66 .47 .04 -.25 .03 -.17 -.10 .75
20. 機会があれば，私は人目につくことを進んでやってみたい .65 .32 .01 -.12 -.14 -.04 -.37 .69
26. 私は，人々の話題になるような人間になりたい .64 .49 -.11 -.13 -.14 .15 -.22 .76
１. 私は，才能に恵まれた人間であると思う .63 -.35 -.32 -.26 .23 -.11 .07 .76
23. 私は，みんなの人気者になりたいと思っている .63 .51 -.01 .01 -.23 .03 .13 .73
25. 私は，どんなことでも上手くこなせる人間だと思う .60 -.27 -.09 .02 -.09 -.16 .00 .48
21. いつも私は話しているうちに，話の中心になってしまう .57 -.11 .10 .14 -.37 .12 .16 .54
29. 人が私に注意を向けてくれないと，落ちつかない気分になる .56 .29 -.12 .08 .00 .48 .11 .66
15. 私は，どんなことにも挑戦していくほうだと思う .54 -.28 .13 .21 .18 .04 -.30 .56
17. 私は，人々を従わせられるような偉い人間になりたい .53 .15 -.03 -.16 -.08 .23 .02 .39
22. 私に接する人はみんな，私という人間を気に入ってくれるようだ .53 -.26 -.10 .37 -.35 -.03 .16 .64
28. 周りの人達が自分のことを良い人間だといってくれるので，自分でもそ
うなんだと思う
.50 -.15 -.33 .20 -.12 -.03 -.23 .49
30. 私は，個性の強い人間だと思う .48 -.05 .37 .25 .36 .28 .14 .66
13. 周りの人々は，私の才能を認めてくれる .48 -.25 -.15 .36 .19 -.17 .04 .51
12. 私は，自分で責任を持って決断するのが好きだ .48 -.21 .23 .05 .14 -.27 -.39 .57
18. これまで私は自分の思う通りに生きてきたし，今後もそうしたいと思う .47 -.18 .09 .38 -.14 .09 .04 .43
６. 私は，控えめな人間とは正反対の人間だと思う .46 -.11 .44 -.25 -.11 .12 .25 .57
27. 私は，自分独自のやり方を通すほうだ .44 -.03 .28 .38 .31 .04 -.17 .55
11. 周りの人が私のことを良く思ってくれないと，落ちつかない気分になる .16 .53 -.25 .29 .35 .31 .16 .69
14. 私は，多くの人から尊敬される人間になりたい .43 .48 .01 .30 .08 -.26 .01 .58
24. 私は，自己主張が強いほうだと思う .43 .08 .67 .03 -.07 -.07 .17 .68
３. 私は，自分の意見をはっきり言う人間だと思う .44 -.19 .62 -.18 -.01 -.19 .23 .74
９. 私はどんな時でも，周りを気にせず自分の好きなように振る舞っている .30 -.26 .41 -.16 -.07 .21 -.35 .53
19. 私が言えば，どんなことでもみんな信用してくれる .39 -.17 -.27 .23 -.46 -.16 .07 .54
５. 私は，みんなからほめられたいと思っている .40 .46 -.05 .13 .20 -.51 .24 .76
Table 2 SRS-18 の主成分分析結果 
成分 共通性
1 2 3
９. 気持ちが沈んでいる .82 .00 -.12 .69
２. 悲しい気分だ .81 -.08 -.29 .74
５. 泣きたい気持ちだ .79 -.20 -.35 .78
12. 何もかもいやだと思う .78 .00 -.02 .60
10. いらいらする .76 -.31 .31 .77
４. 怒りを感じる .76 -.39 .13 .75
13. よくないことを考える .74 .14 -.24 .63
８. 不愉快だ .72 -.23 .20 .61
１. 怒りっぽくなる .71 -.33 .27 .69
15. なぐさめて欲しい .69 -.12 -.26 .57
11. いろいろなことに自信がない .69 .38 -.21 .67
６. 感情を抑えられない .67 -.26 .21 .57
３. 何となく心配だ .67 .28 -.26 .59
７. くやしい思いがする .65 -.01 -.07 .43
14. 話や行動がまとまらない .63 .39 .04 .63
16. 根気がない .61 .41 .30 .63
18. 何かに集中できない .59 .46 .40 .71















































1 2 3 4 5 6
18. 知人からのメッセージやコメントの内容が冷たかった .76 .02 -.37 -.30 -.07 .04 .80
23. 自分の質問の意図を理解してくれなかった .75 -.24 -.17 .42 .16 -.06 .86
21. 中傷された .75 -.38 .07 -.06 -.21 -.26 .83
20. 知人から中傷された .75 -.39 .05 -.07 -.27 -.21 .84
19. 知人から不当な非難をうけた .75 -.40 .08 -.02 -.30 -.17 .84
15. 必要があって送ったメッセージやコメントの返信がなかった .75 .00 -.42 -.17 .17 .02 .80
12. 他者からの書き方に必要以上のなれなれしさを感じた .73 .26 -.12 -.04 -.26 .05 .69
22. 自分の書いた言葉を誤解してうけとられた .73 -.23 -.15 .44 .09 -.06 .81
14. 見知らぬ相手なのに，相手が自分に敬語をつかわなかった .71 .03 -.22 -.21 .05 .13 .63
36. 自分の所属団体の悪口が書いてあるのをみた .71 -.29 .16 -.14 -.32 .09 .75
24. 自分が書いたことが相手に思うように伝わっていなかった .71 -.15 -.20 .54 .06 -.09 .87
17. 知人が自分の書き込みにだけ反応をしてくれなかった .70 -.04 -.40 -.42 -.02 -.01 .83
30. 悩みを打ち明けたが親身なコメントがなかった .67 -.39 .08 -.05 .25 -.15 .70
32. 自分にとっては大切なことを相談したかったのに知人から返信がなかった .67 -.41 .07 -.11 .26 -.16 .73
31. 真剣な相談をしたのにはぐらかされた .67 -.45 .16 -.07 .18 -.13 .73
33. 名前や学校名を出して中傷しているのをみた .65 -.21 .31 -.05 -.05 .11 .59
２. 他者同士が争っている文章をみた .65 .46 .15 -.17 .16 -.27 .79
35. 自分の好きなもの・人が中傷されていた .65 -.03 .04 .13 -.13 .40 .62
16. メッセージやコメントの交換をしていて，返信がこなくなった .65 .05 -.51 -.02 .18 -.02 .72
11. 自分の思う一般的な常識からひどくはなれた意見をみた .64 .45 -.01 .06 -.10 -.05 .63
５. 他者が何人かで一人の人を中傷しているのをみた .64 .35 .29 -.11 .11 -.13 .65
25. 軽い冗談の気持ちで書いた言葉に対して深刻に返されてしまった .63 -.26 -.06 .43 -.08 -.05 .66
１. 他者が互いを誹謗・中傷しあっている書き込みを見た .62 .47 .17 -.10 .15 -.33 .78
13. 知人が発していた内容が自分の考えと不一致なものだった .61 .38 -.08 .00 -.04 .09 .53
６. マナーのない書き込みをみた .61 .54 .15 .11 -.01 -.05 .70
４. 人を見下すような書き方をしているのをみた .61 .52 .26 .07 -.01 -.11 .73
８. 芸能人への批判・中傷をみた .59 .41 -.01 .02 .10 .29 .61
34. 自分の知人の悪口が書いてあるのをみた .58 -.23 .22 .01 -.52 .15 .73
10. やりとりするときにあるべき丁寧さが相手になかった .57 .41 -.10 .00 -.21 .13 .56
27. 知人の書き込みに自分の実名が書いてあった .56 -.19 .09 .07 .28 .24 .49
７. 事件などについて，自分とは違う立場の意見の書き込みをみた .56 .47 .11 -.03 .11 -.05 .56
28. 自分の名前が勝手に使われていた .55 -.23 .27 -.11 .31 .41 .71
29. 自分の情報を勝手に書き込まれていた .55 -.23 .28 -.04 .23 .39 .64
26. 自分の連絡先を知らないところで書き込まれた .54 -.43 .10 -.25 .04 -.04 .56
３. 書き込みで，下品なことばをみた .53 .52 .21 .16 .05 -.05 .63
９. ひわいな広告が書き込まれているのをみた .51 .37 -.13 .09 -.22 .23 .52
Table 3 受動的 SNS ストレスイベントの主成分分析結果 
成分 共通性
1 2 3 4
４. 他人の記事・発言を見ると劣等感を感じることがある .73 -.41 -.06 .12 .72
１. 他人の日常に関する記事・発言を見て嫉妬することがある .70 -.47 -.04 .24 .76
８. 他人の，Twitter 上でつながっている人数が気になる .68 -.05 .05 -.15 .50
３. 他人の記事・発言を見ていないと気が済まない .66 -.14 -.06 -.40 .62
６. Twitter から一旦離れたりすると，孤独を感じる時がある .66 .07 .12 -.53 .73
５. 他人の日常に関する投稿から，自分の日常と他人の日常とを比較するときがある .65 -.27 -.25 .10 .57
２. 他人が別の人と楽しく話している姿に嫉妬するときがある .65 -.46 .10 .26 .71
13. 他人の記事・発言に更新がないと苛立つ .61 .15 .32 -.29 .58
11. 自分の記事・発言の意図が伝わらずもどかしさを感じることがある .56 .32 .22 .05 .47
９. 誹謗や中傷の記事・発言が目に入ると気が滅入る .55 .37 -.53 .16 .74
７. 意識していないのについ Twitter を開いてしまう .54 .21 -.16 -.20 .40
15. Twitter 上で他人同士の会話に入りたくても入れない .47 .19 .42 .20 .48
12. 関係を切りたいユーザーを切りたくても切れない .43 .40 .16 .10 .38
10. 他人のネガティブな記事・発言を見ると気が滅入る .46 .42 -.59 .14 .76
















大学生を対象に 2 週間の期間をあけて合計 2 回の質問紙
による調査を行い，1 回目の調査では調査協力者の自己








最小値 最大値 平均値 標準偏差 α係数
自己愛傾向 23 108 60.15 13.38 .91
心理的ストレス反応 T1 0 54 19.39 12.57 .94
受動的 SNS ストレスイベント T1 0 36 9.97 7.05 .85
心理的ストレス反応 T2 0 54 16.68 12.47 .94
受動的 SNS ストレスイベント T2 0 31 8.71 6.91 .85

















自己愛傾向 1 -.20** .11 -.20** .07 .07
心理的
ストレス反応 T1
 1   .58**  .71**   .48**    .23**
受動的 SNS
ストレスイベント T1
  1  .36**   .71**   .26**
心理的
ストレス反応 T2
 1   .52**   .25**
受動的 SNS
ストレスイベント T2









不快な出来事（ストレス体験） .11 * .11 *
心理的ストレス反応 T1 .68 ** .68 **
自己愛傾向×不快な出来事（ストレス体験） .02
R2 .52 ** .52 **
  ** p < .01, * p < .05　




不快な出来事（ストレス体験） .17 ** .17 **
受動的 SNS ストレスイベント T1 .70 ** .71 **
自己愛傾向×不快な出来事（ストレス体験） .12 *
R2 .53 ** .54 **
  ** p < .01, * p < .05　
Figure 3 Time2 における受動的 SNS ストレスイベントに対
する自己愛傾向と Twitter 利用における不快な出来事（スト
レス体験）の交互作用




理的ストレス反応 T2」，「受動的 SNS ストレスイベン
ト T2」の 2 つをそれぞれ目的変数として階層的重回帰
分析を行った。分析の結果，「心理的ストレス反応 T2」
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